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 連絡事項 

【今週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

9 日（月） 全学年 祝 体育の日 祝 

10 日（火） 全学年 始業式 光輝祭準備 

11 日（水） 全学年 終日 光輝祭準備 

12 日（木） 全学年 終日 光輝祭準備 

13 日（金） 全学年 終日 光輝祭準備 

14 日（土） 全学年 第 20 回 立花光輝祭 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

９日（月） 10 日（火） 11 日（水） 12 日（木） 13 日（金） 

体育の日 テリヤキチキン丼 
ハンバーグ 

トマトソース 

竹輪のはさみ揚 

マスタードソース 

タンドリーチキン 

 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～無理やり強くならなくてもやさしくならなくてもいいんですよね～ 

遺してくれたもの 

 10 月 4日は母の命日でした。4年目になります。あの日のことは忘れもしま

せん。よりによって秋の入学式の日の早朝でした。病院から連絡があり大至急

駆けつけましたが、既に心臓マッサージを 30 分施されたところでした。 

素人でもすべてが理解できる状況に、私はお医者様に丁寧にお礼を述べ、その

作業を終えて頂きました。さぁ、それからが大変です。 

 

 入学式開始までは 4時間少々しかありません。親戚への連絡等々目の回るよ

うな忙しい時間帯を一気に駆け抜け、自宅に立ち寄り黒礼服を着用、葬儀用の

黒ネクタイと、入学式用の銀ネクタイを持って学校へ急ぎます。到着は入学式

開始 5分前でした。旧校舎の階段を 2段跳びで駆け上がりながら、お祝い用の

ネクタイを着用した瞬間の心境は、今でもはっきり覚えています。 

 

 母を亡くした直後に、お祝いのネクタイを締めて、「おめでとう」と壇上か

ら笑顔で語らなければならないのです。残酷な現実ではありますが、新入生に

とって私の背景は関係ありません。本当におめでたい素敵な瞬間に、私が私情

を挟むことは、新入生に失礼です。ぐっと覚悟が決まりました。 

 

今思えば、あれが母からの「自分の責任を立派に全うしなさい」と言う、最

期の「教え」だったのでしょう。泣きたい気持ちを抑えてふるまうことはでき

ないほどの辛い辛い母との別れでしたが、本当におめでとうと言う晴れやかな

気持ちで新入生の前に立つことはできました。そんな覚悟はあの瞬間に私に宿

った、母からの愛の贈り物だったと信じています。姿形は見えません。声も聴

くことはできません。それでも母は、私の中に生きています。 


